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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第98期

第１四半期
連結累計期間

第99期
第１四半期
連結累計期間

第98期

会計期間

自2022年
　４月１日
至2022年
　６月30日

自2023年
　４月１日
至2023年
　６月30日

自2022年
　４月１日
至2023年
　３月31日

売上高 （百万円） 1,985 2,025 8,024

経常利益又は経常損失（△） （百万円） 72 86 △23

親会社株主に帰属する四半期純

利益又は親会社株主に帰属する

四半期（当期）純損失（△）

（百万円） 69 △2 △540

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 107 70 △534

純資産額 （百万円） 10,935 10,323 10,280

総資産額 （百万円） 14,995 14,926 14,987

１株当たり四半期純利益金額又

は１株当たり四半期（当期）純

損失金額（△）

（円） 33.40 △1.43 △259.79

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 72.9 69.2 68.6

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．第98期第１四半期連結累計期間の「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額」については、潜在株式が

存在しないため、記載しておりません。

３．第98期及び第99期第１四半期連結累計期間の「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額」につ

いては、１株当たり四半期（当期）純損失であり、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

４．当社は、「株式給付信託（BBT）」を導入しており、当該信託が保有する当社株式を四半期連結（連結）財

務諸表において自己株式として計上しております。１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期（当

期）純損失金額の算定上、当該信託が保有する当社株式を「普通株式の期中平均株式数」の計算において控

除する自己株式に含めております。

 

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。
 
（1）経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間の世界経済は、長引くインフレとその抑制に向けた各国中央銀行の利上げ継続により

停滞感が見られ、年後半以降の景気後退懸念が残存しております。一方、日本経済は個人消費や設備投資の持ち直

しの動きが続き、緩やかに回復しております。

　当社を取り巻く事業環境については、機械関連事業の舶用機器部門は、前年度の国内造船所の受注積上げを反映

し需要に回復が見られました。産業機器部門は、水力発電等に需要が見られるものの、火力発電、製鉄関連は引き

続き厳しい状況にあります。また、資源関連事業については、半導体関連分野において一部最終消費財に陰りが見

られます。賃貸ビル業においては、都内オフィスビルの平均空室率は横這いとなりましたが、賃料は下落傾向が続

いています。

　上述の如き環境の下、当第１四半期連結累計期間の売上高は2,025百万円（前年同期比2.0％増）、営業利益は80

百万円（同91.2％増）、経常利益は86百万円（同20.1％増）となりました。機械関連事業のクレーン更新等に係る

固定資産処分損130百万円を特別損失に計上したこと等から、親会社株主に帰属する四半期純損失は２百万円（前

年同期は69百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益）となりました。

 

　セグメントの経営成績は次のとおりであります。

 

①　機械関連事業

　舶用機器部門は、前年度に受注を積み上げたハッチカバーの売上が回復し、操業度も改善しました。産業機器部

門も製鉄所の更新投資関連で売上を計上しました。

　この結果、機械関連事業全体では、売上高は1,349百万円（前年同期比15.9％増）、セグメント利益は60百万円

（前年同期比6.7％増）となりました。

 

②　資源関連事業

　ハイシリカ（精製珪石粉等）部門は、半導体封止材関連が市況低迷の影響を受けたものの、光学関連における半

導体関連向けガラスの需要によりカバーし、同部門全体として増収となりました。

　結晶質石灰石部門の事業終了の影響もあり、資源関連事業全体では、売上高は489百万円（前年同期比20.8％

減）、セグメント利益は15百万円（前年同期は29百万円のセグメント損失）となりました。

 

③　不動産関連事業

　賃貸ビルの稼働状況が順調に推移したことにより、売上高が34百万円（前年同期比7.8％増）、セグメント利益

は12百万円（前年同期比31.8％増）となりました。

 

④　素材関連事業

　耐熱塗料部門は、主力の設備用と輸出に回復が見られました。ライナテックス（高純度天然ゴム）関連部門は、

前年度のスポット要因の剥落で苦戦いたしました。

　この結果、素材関連事業全体では、売上高は152百万円（前年同期比11.3％減）、セグメント損失は９百万円

（前年同期は２百万円のセグメント利益）となりました。
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（2）財政状態の状況

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、14,926百万円となり、前連結会計年度末比61百万円減少いたしまし

た。これは、主に、現金及び預金の減少により流動資産合計で380百万円減少したことによるものであります。負

債合計は4,602百万円となり、前連結会計年度末比104百万円減少いたしました。これは、主に、受注損失引当金が

減少したこと等によるものであります。純資産合計は10,323百万円となり、前連結会計年度末比42百万円増加いた

しました。これは、主に、その他有価証券評価差額金が増加したことによるものであります。この結果、自己資本

比率は69.2％となりました。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、２百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,520,000

計 8,520,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
（2023年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2023年８月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 2,130,000 2,130,000
東京証券取引所

（スタンダード市場）

単元株式数

100株

計 2,130,000 2,130,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2023年４月１日～

2023年６月30日
－ 2,130 － 1,100,000 － 793,273

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2023年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

    2023年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,121,800 21,218 －

単元未満株式 普通株式 7,900 － －

発行済株式総数  2,130,000 － －

総株主の議決権  － 21,218 －

（注）１. 「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、㈱証券保管振替機構名義の株式が600株（議決権の数6個）

及び株式給付信託（BBT）に関して㈱日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する当社株式47,500株（議決権

の数475個）が含まれております。

　　　２. 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式78株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2023年３月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ニッチツ
東京都港区赤坂一

丁目11番30号
300 － 300 0.01

計 － 300 － 300 0.01

（注）株式給付信託（BBT）に関して㈱日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する当社株式47,500株は、上記自己株式

等に含まれておりません。

 

２【役員の状況】

  該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,412,374 3,505,696

受取手形、売掛金及び契約資産 1,658,806 1,912,888

電子記録債権 546,141 519,978

商品及び製品 166,372 292,751

仕掛品 757,998 759,615

原材料及び貯蔵品 429,117 428,036

その他 225,365 397,075

貸倒引当金 △235 △262

流動資産合計 8,195,941 7,815,782

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,495,955 1,483,649

機械装置及び運搬具（純額） 762,882 1,302,164

土地 2,302,680 2,302,680

その他（純額） 580,032 178,931

有形固定資産合計 5,141,550 5,267,426

無形固定資産 83,369 82,158

投資その他の資産   

投資有価証券 1,465,256 1,566,815

その他 103,312 195,528

貸倒引当金 △1,482 △1,582

投資その他の資産合計 1,567,086 1,760,762

固定資産合計 6,792,006 7,110,346

資産合計 14,987,947 14,926,128
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 597,751 584,080

短期借入金 1,226,800 1,216,800

未払法人税等 23,669 5,561

賞与引当金 79,931 128,530

受注損失引当金 175,790 127,203

その他 1,204,168 1,170,124

流動負債合計 3,308,110 3,232,300

固定負債   

長期借入金 29,000 24,800

役員退職慰労引当金 25,195 11,730

役員株式給付引当金 40,955 25,949

環境安全対策引当金 4,372 4,372

退職給付に係る負債 595,292 597,119

資産除去債務 43,233 43,259

その他 661,169 663,293

固定負債合計 1,399,218 1,370,523

負債合計 4,707,328 4,602,824

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,100,000 1,100,000

資本剰余金 811,257 811,257

利益剰余金 8,091,827 8,056,907

自己株式 △88,384 △83,952

株主資本合計 9,914,700 9,884,212

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 377,859 447,271

繰延ヘッジ損益 519 2,536

退職給付に係る調整累計額 △12,460 △10,716

その他の包括利益累計額合計 365,918 439,091

純資産合計 10,280,618 10,323,303

負債純資産合計 14,987,947 14,926,128
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

売上高 1,985,881 2,025,792

売上原価 1,690,268 1,729,419

売上総利益 295,613 296,373

販売費及び一般管理費 253,602 216,038

営業利益 42,010 80,334

営業外収益   

受取利息 33 81

受取配当金 27,501 25,621

その他 35,122 21,289

営業外収益合計 62,657 46,993

営業外費用   

支払利息 2,106 2,202

持分法による投資損失 3,512 －

休廃止鉱山管理費 16,178 34,204

災害見舞金 9,000 －

その他 1,619 4,162

営業外費用合計 32,416 40,569

経常利益 72,252 86,758

特別利益   

固定資産売却益 31 26,727

特別利益合計 31 26,727

特別損失   

固定資産処分損 1,314 130,307

特別損失合計 1,314 130,307

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
70,969 △16,821

法人税、住民税及び事業税 8,528 2,729

法人税等調整額 △6,769 △16,575

法人税等合計 1,758 △13,845

四半期純利益又は四半期純損失（△） 69,210 △2,975

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
69,210 △2,975
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 69,210 △2,975

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △2,559 69,412

繰延ヘッジ損益 △1,408 2,016

退職給付に係る調整額 3,293 1,743

持分法適用会社に対する持分相当額 38,554 －

その他の包括利益合計 37,880 73,172

四半期包括利益 107,090 70,196

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 107,090 70,196

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
 

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年６月30日）

減価償却費 82,495千円 106,108千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類

配当金の

総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月29日

定時株主総会
普通株式 31,945 15.0 2022年３月31日 2022年６月30日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、株式給付信託（BBT）に関して㈱日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社

　　　株式に対する配当金864千円が含まれております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類

配当金の

総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月29日

定時株主総会
普通株式 31,944 15.0 2023年３月31日 2023年６月30日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、株式給付信託（BBT）に関して㈱日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社

　　　株式に対する配当金712千円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2022年４月１日 至2022年６月30日）

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
機械関連
事業

資源関連
事業

不動産関連
事業

素材関連
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 1,164,351 617,734 32,309 171,486 1,985,881 － 1,985,881

セグメント間の内部
売上高又は振替高

4,073 40 － 150 4,263 △4,263 －

計 1,168,425 617,774 32,309 171,636 1,990,145 △4,263 1,985,881

セグメント利益又は損

失（△）
56,928 △29,022 9,766 2,827 40,499 1,510 42,010

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去2,515千円、全社費用△1,004千円で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2023年４月１日 至2023年６月30日）

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
機械関連
事業

資源関連
事業

不動産関連
事業

素材関連
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 1,349,582 489,243 34,841 152,123 2,025,792 － 2,025,792

セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,884 － － － 3,884 △3,884 －

計 1,353,467 489,243 34,841 152,123 2,029,676 △3,884 2,025,792

セグメント利益又は損

失（△）
60,730 15,340 12,868 △9,819 79,120 1,214 80,334

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去2,399千円、全社費用△1,185千円で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（収益認識関係）

収益認識の時期別及び事業別に分解した金額は、以下のとおりであります。

 

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

（単位：千円）

 
機械関連
事業

資源関連
事業

不動産関連
事業

素材関連
事業

合計

一時点で移転される財 1,089,962 617,734 － 171,486 1,879,184

一定の期間にわたり移転され

る財
74,388 － － － 74,388

顧客との契約から生じる収益 1,164,351 617,734 － 171,486 1,953,572

その他の収益 － － 32,309 － 32,309

外部顧客への売上高 1,164,351 617,734 32,309 171,486 1,985,881

 

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

（単位：千円）

 
機械関連
事業

資源関連
事業

不動産関連
事業

素材関連
事業

合計

一時点で移転される財 1,300,724 489,243 － 152,123 1,942,091

一定の期間にわたり移転され

る財
48,858 － － － 48,858

顧客との契約から生じる収益 1,349,582 489,243 － 152,123 1,990,950

その他の収益 － － 34,841 － 34,841

外部顧客への売上高 1,349,582 489,243 34,841 152,123 2,025,792

 

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）（注）１、２
33円40銭 △1円43銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社

株主に帰属する四半期純損失（△）

（千円）

69,210 △2,975

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益又は普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純損失（△）（千円）

69,210 △2,975

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,072 2,083

　（注）１．前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

　　　　　　いため記載しておりません。

　　　　２．当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純

　　　　　　損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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３．当社は、１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎となる普通株式の期

中平均株式数については、株式給付信託（BBT）が保有する当社株式を控除しております。控除した当該自己

株式の期中平均株式数は、前第１四半期連結累計期間57,600株、当第１四半期連結累計期間45,700株でありま

す。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年８月10日

株式会社ニッチツ

 

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

　大阪事務所

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 　柴田　直子　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 　土居　一彦　　印

 

 

監査人の結論
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ニッチ
ツの2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023年６月
30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ
ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ニッチツ及び連結子会社の2023年６月30日現在の財政状態及
び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点
において認められなかった。
 
監査人の結論の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ
た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責
任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し
ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入
手したと判断している。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適
切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続
企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期
連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー
手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され
る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め
られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と
認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど
うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において
四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が
適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人
の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業
として存続できなくなる可能性がある。
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・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成
基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務
諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ
せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査
人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査
人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事
項について報告を行う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監
査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻
害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。
 
利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

　                                                                                                以　上

　(注)１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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